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(６) 工場等整備事業に係る配慮事項 

 有害化学物質や油による環境汚染が生じないように、保管、使用、輸送などにおける適正な

管理、施設の整備に努めます。 

 ごみの減量化・資源化に努めます。 

(７) 埋立・港湾整備事業に係る配慮事項 

 事業の実施にあたっては、潮流変化による地形や底質の変化、水質汚濁、生態系への著しい

影響を生じさせないよう配慮します。 

 埋立材によって、有害な化学物質による環境汚染が生じないように配慮します。 

 港湾施設の整備にあたっては、港湾緑地の整備など市民が親しめる水辺の創出やアクセスの

確保などに配慮します。 

(８) 農林水産業関連事業に係る配慮事項 

 集落整備に際しては、集落内の河川・水路の維持や緑化などにより、良好な景観整備に努め

ます。 

 農業生産活動により発生する廃ビニールなどの適切な処理を推進します。 

 林業における間伐材や端材などをチップ材に利用するなど、有効利用を推進します。 

 水・土壌環境、生態系の保全のため、化学合成農薬や化学肥料の使用量低減を推進します。 

 良好な樹林地や水辺などを保全し、農山漁村の景観の形成に努めます。 

 家畜ふん尿の適正な処理と有効活用を推進します。 

(９) 水道事業に係る配慮事項 

 水源のかん養機能を維持・確保するため、水源に位置する森林の適切な保全に努めるととも

に、周辺の土地利用の保全に努めます。 

 有害化学物質や油による環境汚染が生じないように、保管、使用などにおける適正な管理、

施設の整備に努めます。
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第５章 計画を進めるために 

計画を進めるために 

推進体制 

環境政策推進会議において、本計画の総合的な進行管理を行います。 

計画の進捗状況などは、年次報告書としてまとめ、市民へ公表するとともに、環境審議会に報告し

ます。また、計画の見直しなどについては、環境審議会に諮問します。 

 

【 環境審議会 】 

鹿児島市環境基本条例に基づき、本市の環境の保全及び創造に関する基本的事項等について調査

審議等を行う組織で、計画の目標達成状況等に関する報告を受けて、これに対して意見を述べます。 

 

【 環境政策推進会議 】 

全庁的な組織で、本計画の総合的な進行管理を行います。 

計画の進捗状況の把握や評価を行い、必要な場合は目標や施策の見直しを行います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 ５-1 推進体制 
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進行管理 

進行管理は、環境マネジメントの考え方に基づき、PDCA方式により実施します。 

本計画の進捗状況の把握や評価は、各施策の進捗状況や数値目標の達成状況等から判断します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ５-2 PDCAサイクル 
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